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平成 30 年度決算を認定　　　　　　　▶︎ ２
31億 8 8 7 7 万円を令和元年度に繰り越し！

そこがききたい　18 人の議員が一般質問  ▶︎ ８　
政務活動費　領収書を公開              　   ▶︎１7
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９月定例会は８月26日から９月26日までの32日間の会期で開かれ、市長提出
議案等40件と、委員会提出議案２件、議員提出議案３件が提出され、１件が撤回、
その他はいずれも認定・可決しました。また、３議案に対し延べ５人が質疑し、決
算認定３件、議案１件について延べ８人が討論を行いました。

４日間にわたる一般質問では、18人の議員が活発な論戦を展開しました。

令和元年

9 月
定例会
8月 26日～
　9月 26日

一
般
会
計
・
特
別
会
計
合
わ
せ
て
31
億
８
８
７
７
万
円
を
令
和
元
年
度
に
繰
り
越
し
！

平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

①民生費　228億 7634万円
②総務費     67億   606万円
③教育費     47億 2913万円
④土木費     41億   565万円
⑤衛生費     32億 3112万円
⑥公債費     30億 5927万円
⑦消防費     15億 4414万円
⑧その他     32億 2450万円
※千円単位は四捨五入

①市　　　税 285億 1226万円
②繰 越 金   28億 3187万円
③諸 収 入   20億 1913万円
④繰 入 金   11億 4183万円
⑤その他自主財源   17億 7662万円
⑥国庫支出金   90億 5523万円
⑦県 支 出 金   26億 8213万円
⑧地方消費税交付金   25億 6519万円
⑨市　　　債     6億 3440万円
⑩その他依存財源     7億 4189万円
※千円単位は四捨五入

歳出 ①

②
③

④

⑤
⑥
⑦ ⑧

①

②
③④

⑤

⑥

⑦ ⑧
⑨

⑩

前年度と比べて最も増加したのは国庫支出金で、約３億1817万円の増。一方、減と
なった主なものは、市債が９億 8010万円の減。前年度比１.９％減。

前年度と比べて、民生費は約８億 6690万円の減。総務費は約 4097万円の減。教
育費は約 9072 万円の増。前年度比１.３％減。

一般会計歳入　519億6057万円

一般会計歳出　494億7621万円

歳入依
存
財源

自 主

財
源

( 注 ) ①（　）は財政の健全化が必要とされる早期健全
化基準を示す。 
②赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質
赤字比率は「－」表示となります。

単位％健全化判断比率
30年度

(注)特別会計は、国民健康保険など10会計の合計額。
中小企業従業員退職金等福祉共済事業特別会計、介護
老人保健施設事業特別会計は平成29年度をもって廃止。

216億 6704万円
（前年度比　15.9％減）

209億 6263万円
（前年度比　13.2％減）

歳  入

歳  出

特 別 会 計 決 算
比 率 名

実 質 赤 字比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

30年度

   ー  （11.80）

   ー  （16.80）

5.0（25.0）

18.7（350.0）

29年度

   ー  （11.86）

   ー  （16.86）

4.3（25.0）

30.9（350.0）

※

※千円単位は四捨五入

※健全化判断比率…自治体の財政の早期健全化や再生の必要性を判断するために定められた４つの指標
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※いずれの会計も千円単位は四捨五入

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

24億 1751万円

22億 1007万円

3億 4999万円

13億 7169万円

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

26億 4713万円

24億 4514万円

11億 1303万円

18億 1011万円

下 水 道 事 業 会 計 決 算水 道 事 業 会 計 決 算

平
成
30
年
度
決
算 

監
査
報
告

介
護
老
人
保
健
施
設
の
指

定
管
理
者
は
適
切
に
対
応

酒
井　
郁
郎　
議
員

海
外
派
遣
は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方

を
急
激
に
変
え
な
い
継
続
性
も
必
要
。

人
数
や
行
程
も
吟
味
さ
れ
て
い
る
。

市
民
意
識
調
査
は
、
無
作
為
抽
出
し

た
市
民
が
対
象
の
た
め
、
本
市
の
現
状

の
説
明
は
不
可
欠
で
あ
り
、
妥
当
。

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
組
織
面
の

改
善
が
進
ん
で
お
り
、
指
定
管
理
者
は

課
題
に
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

立
地
適
正
化
計
画
は
、
生
活
に
便
利

な
ま
ち
を
つ
く
る
上
で
意
義
が
あ
る
。

図
書
館
は
、
大
規
模
改
修
に
伴
い
長

期
休
館
と
な
る
た
め
、
全
職
員
の
雇
用

の
確
保
は
難
し
い
。
事
前
に
対
象
者
の

了
承
を
得
て
い
る
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
減
免
制
度

の
廃
止
に
よ
り
、
一
部
の
団
体
に
影
響

が
出
て
お
り
、
支
援
が
求
め
ら
れ
る

が
、
特
定
の
団
体
へ
の
優
遇
措
置
に
不

公
平
感
等
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
総
合
的
に
見
て
廃
止
は
妥
当
。

よ
っ
て
、
賛
成
す
る
。

【一
般
会
計
・
特
別
会
計
】
一
般
会
計

の
実
質
収
支
額
は
、
約
24
億
２
千
万
円

の
黒
字
。
市
税
は
軽
自
動
車
税
、
市
た

ば
こ
税
が
前
年
度
と
比
べ
て
増
と
な
っ

た
。
特
別
会
計
の
実
質
収
支
額
は
、
約

６
億
３
７
０
０
万
円
の
黒
字
。

【水
道
事
業
会
計
】
収
益
的
収
支
の
純

利
益
は
約
２
億
７
０
０
万
円
、
資
本
的

収
支
の
不
足
額
は
約
10
億
２
千
万
円
で

あ
り
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
減
債
積

立
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
て
い
る
。

【下
水
道
事
業
会
計
】
収
益
的
収
支
の

純
利
益
は
約
２
億
２
０
０
万
円
、
資
本

的
収
支
の
不
足
額
は
約
６
億
９
７
０
０

万
円
で
あ
り
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
て
い
る
。
企
業
債
の

未
償
還
残
高
は
約
87
億
円
、
支
払
利
息

は
約
１
億
６
千
万
円
で
、
総
費
用
に
占

め
る
割
合
が
6.5
％
、
使
用
料
収
入
に
対

す
る
割
合
が
11
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

【審
査
の
結
果
】
い
ず
れ
も
健
全
財
政

が
堅
持
さ
れ
て
い
る
。

「
全
て
の
会
計
で

健
全
財
政
を
堅
持
」

小
川
代
表
監
査
委
員

◇
30
年
度
一
般
会
計
決
算
　 

認
定（
賛
成
20 

反
対
４
）

豊
か
な
財
政
は

市
民
の
暮
ら
し
に　

本
田　
哲　
議
員

中
国
・
開
封
市
へ
の
海
外
派
遣
旅
費

は
、
執
行
部
も
予
算
計
上
し
て
お
り
、

そ
こ
に
議
員
も
参
加
で
き
た
こ
と
か
ら
、

議
会
費
で
の
計
上
は
不
要
で
あ
っ
た
。

市
民
意
識
調
査
で
は
、
保
養
所
・
白

田
の
湯
の
設
問
が
、
廃
止
を
誘
導
し
て

お
り
、
調
査
の
在
り
方
に
問
題
が
あ
る
。

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
介
護

老
人
保
健
施
設
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
向
上

し
て
い
な
い
。
直
営
に
戻
す
べ
き
。

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
は
拙
速
。

住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
べ
き
。

図
書
館
の
大
規
模
改
修
工
事
に
伴
い
、

非
常
勤
職
員
が
削
減
さ
れ
た
が
、
労
働

環
境
を
保
障
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
応

え
ら
れ
る
施
設
環
境
を
維
持
す
べ
き
。

西
部
、
東
部
の
両
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

使
用
料
に
つ
い
て
、
廃
止
さ
れ
た
施
設

登
録
団
体
の
減
免
制
度
を
復
活
す
べ
き
。

豊
か
な
財
政
が
市
民
の
暮
ら
し
に
生

か
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
、
反
対
す
る
。

討　
論

反
対

賛
成
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て
い
く
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
期
は
、
新

年
１
月
号
を
予
定
し
て
い
る
。

市
役
所
庁
舎
の
修
繕
　            

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        

庁
舎
１
階
、
２
階
の
修
繕
の
実
施

内
容
と
実
施
期
間
は
。

庁
舎
１
階
、
２
階
の
通
路
床
面
は
、

タ
イ
ル
張
り
で
凹
凸
が
あ
り
、
車

い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
通
行
し
づ
ら
く
、

高
齢
者
や
障
害
者
が
つ
ま
ず
き
や
す
い

た
め
、フ
ラ
ッ
ト
に
す
る
。
実
施
期
間
は
、

12
月
か
ら
２
月
ま
で
を
予
定
。

◇
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定（
賛
成
20 

反
対
４
）

介
護
保
険
料
を
上
げ
る
べ
き

で
は
な
か
っ
た

む
と
う　
葉
子　
議
員

平
成
30
年
度
の
改
定
に
よ
り
、
介
護

保
険
料
の
基
準
額
は
値
上
げ
と
な
っ
た
。

介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
へ
の
積
み

立
て
が
順
調
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
介
護
保
険
料
は
引
き
下
げ
ら
れ

た
と
考
え
る
。
ま
だ
要
介
護
に
な
ら
な

い
人
や
要
介
護
に
な
っ
た
人
の
生
活
を

守
る
た
め
に
も
、
介
護
保
険
料
は
上
げ

る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
反

対
す
る
。

介
護
給
付
費
の
上
昇
を
適
切
に

判
断
し
て
い
る

佐
藤　
太
信　
議
員

介
護
保
険
料
は
、
高
齢
者
人
口
の
増

加
に
伴
う
介
護
給
付
費
等
の
増
加
を
想

定
し
て
決
定
し
て
い
る
。
介
護
保
険
給

付
費
準
備
基
金
は
、
取
り
崩
し
を
見
込

ん
で
積
算
し
て
お
り
、
介
護
保
険
料
の

上
昇
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
る
。
今
後

の
介
護
給
付
費
の
上
昇
を
適
切
に
判
断

し
た
積
算
を
は
じ
め
、
制
度
改
正
へ
の

適
正
な
対
応
を
行
っ
た
事
業
計
画
に
基

づ
い
た
決
算
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

◇
図
書
館
運
営
協
議
会
の
設
置

(

条
例
改
正)

図
書
館
運
営
協
議
会
の
公
募
市
民

に
期
待
す
る
こ
と
は
。

図
書
館
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
多

く
の
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

施
設
と
な
る
よ
う
利
用
者
目
線
で
率
直

な
意
見
等
を
い
た
だ
き
た
い
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
　 

　「
広
報
戸
田
市
」
制
作
業
務
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        

　
　

広
報
戸
田
市
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

に
至
っ
た
経
緯
は
。
紙
面
の
内
容
は
。

近
年
、
行
政
情
報
が
質
、
量
と
も

に
増
加
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

ぷ
り
な
ど
、
情
報
発
信
ツ
ー
ル
が
多
様

化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
見
や
す

く
わ
か
り
や
す
い
、
手
に
と
っ
て
見
て

も
ら
え
る
広
報
紙
を
目
指
し
、
全
面
的

な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
す
る
。
他
市

の
事
例
を
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
専

門
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用

し
て
、
魅
力
的
な
紙
面
づ
く
り
を
行
っ

Ｑ

Ｑ

Ｑ A

A

A

▲改修が予定されている市役所庁舎２階の床面

主
な
議
案
の
質
疑

◇
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
決
算
　 認

定（
賛
成
20 

反
対
４
）

法
定
外
繰
り
入
れ
は
減
ら
す

べ
き
で
な
い

む
と
う　
葉
子　
議
員

平
成
30
年
度
よ
り
、
国
保
は
都
道
府

県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
っ
た
。

平
成
29
年
度
に
約
17
億
２
千
万
円
あ
っ

た
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ

は
、
約
２
億
５
千
万
円
と
な
り
、
市
の

負
担
は
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
国
保
税

は
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
国
の
言

う
ま
ま
に
法
定
外
繰
り
入
れ
を
減
ら
す

べ
き
で
は
な
く
、
反
対
す
る
。

被
保
険
者
の
協
力
の
も
と
、

税
率
改
正
を
円
滑
に
実
施

佐
藤　
太
信　
議
員

本
市
は
、
平
成
23
年
度
以
降
、
税
率

を
据
え
置
き
、
法
定
外
繰
り
入
れ
に
よ

り
国
保
を
維
持
し
て
き
た
が
、
税
の
公

平
性
の
問
題
が
あ
り
、
繰
入
額
が
20
億

円
に
迫
る
な
ど
財
政
の
重
荷
と
な
っ
て

い
た
。
市
も
段
階
的
な
削
減
方
針
の
も

と
、
引
き
続
き
法
定
外
繰
り
入
れ
を
実

施
し
て
い
る
。
税
率
改
正
は
被
保
険
者

の
協
力
の
も
と
、
円
滑
に
実
施
さ
れ
て

お
り
、
決
算
は
妥
当
で
あ
る
。

反
対

反
対

賛
成

賛
成

１
３
４
万
２
千
円

２
１
５
２
万
７
千
円
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東
部
分
署
庁
舎
改
修
工
事
設
計

業
務                      

　
　
　 

　
　

救
急
隊
の
増
隊
と
東
部
分
署
庁
舎

改
修
の
経
緯
は
。

人
口
の
増
加
に
伴
い
、
救
急
需
要

が
増
大
し
て
お
り
、
救
急
隊
を
４

隊
体
制
か
ら
５
隊
体
制
へ
と
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
。
救
急
隊
増
隊
の
配
置
場

所
は
、
救
急
件
数
が
最
も
多
い
東
部
地

域
を
受
け
持
つ
東
部
分
署
と
し
て
い
る

が
、
現
在
の
施
設
は
、
職
員
増
員
分
の

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

全
体
的
な
施
設
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
工

事
が
必
要
と
な
っ
た
。

意
見
書(

委
員
会
提
出・
議
員
提
出)

を

国・
政
府
に
提
出

◇
羽
田
空
港
の
機
能
強
化
に
向

け
た
熟
考
と
万
全
の
対
策
を
求

め
る
意
見
書                                  

政
府
が
進
め
る
羽
田
空
港
の
機
能

強
化
に
伴
い
、
新
た
な
飛
行
経
路
が
示

さ
れ
た
。
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
内

で
の
住
民
説
明
会
の
開
催
や
情
報
発
信

拠
点
の
設
置
を
行
っ
て
き
た
が
、
騒
音

や
、
落
下
物
の
危
険
に
対
す
る
不
安
は

払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
新
た

な
飛
行
経
路
に
つ
い
て
、
飛
行
高
度

や
旋
回
角
度
、
降
下
角
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
に
つ
い
て
熟
考
を
重
ね
る
こ
と
な
ど
、

５
点
を
強
く
要
望
す
る
。

◇
適
正
な
法
制
執
務
を
行
う
こ

と
を
求
め
る
意
見
書                        

内
閣
府
令
に
多
数
の
誤
り
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
基
準
と
し
て
条

例
改
正
等
を
行
っ
た
地
方
自
治
体
は
、

議
案
の
撤
回
な
ど
事
務
執
行
に
支
障
を

来
す
こ
と
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
法
制

執
務
上
の
誤
り
が
多
数
発
生
し
た
原
因

を
徹
底
究
明
し
、
信
頼
回
復
に
努
め
る

こ
と
な
ど
、
３
点
を
強
く
要
望
す
る
。

◇
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と

移
動
手
段
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書                                  

自
動
ブ
レ
ー
キ
や
ペ
ダ
ル
踏
み
間

違
い
時
加
速
抑
制
装
置
な
ど
を
搭
載
し

た
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
の
普
及
等
を

一
層
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
購
入
支
援
策
を
検
討
す

る
こ
と
な
ど
、
３
点
を
求
め
る
。

◇
太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導
入

に
向
け
た
制
度
設
計
と
運
用
を

求
め
る
意
見
書                     

事
業
終
了
後
、
発
電
設
備
の
適
正
な

処
分
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
発
電
事
業
者

に
よ
る
廃
棄
費
用
の
積
み
立
て
の
仕
組

み
や
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
仕
組
み
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
な
ど
、
３
点
を
求
め
る
。

◇
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
助
成
制
度
の

創
設
を
求
め
る
意
見
書                    

補
聴
器
の
普
及
は
、
認
知
症
の
予

防
、
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
に
つ
な
が

る
。
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
公
的
助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

意
見
書

ＱA

▲庁舎内のレイアウト変更工事が行われる東部分署

◇
国
民
健
康
保
険
税
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ(

条
例
改
正)

　 

原
案
可
決（
賛
成
20 

反
対
４
）

国
庫
負
担
を
増
額
す
べ
き

花
井　
伸
子　
議
員

国
保
税
課
税
限
度
額
は
、
10
年
間
で

30
万
円
も
上
が
り
、
96
万
円
に
も
な
っ

た
。
本
市
は
こ
れ
ま
で
保
険
加
入
者
の

負
担
を
考
え
、
引
き
上
げ
に
配
慮
し
て

き
た
が
、
広
域
化
に
よ
り
国
に
合
わ
せ

る
よ
う
か
じ
を
切
っ
た
。
国
に
合
わ
せ

る
必
要
は
な
く
、
こ
れ
以
上
の
引
き
上

げ
は
す
べ
き
で
な
い
。
国
庫
負
担
を
増

額
し
、 

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
は
行

わ
な
い
よ
う
求
め
、
反
対
す
る
。

低
所
得
者
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

佐
藤　
太
信　
議
員

低
所
得
者
の
軽
減
拡
充
は
、
今
年
度

実
施
済
み
で
あ
る
。
課
税
限
度
額
の
引

き
上
げ
は
、
被
保
険
者
間
の
保
険
税
負

担
の
公
平
性
の
確
保
を
目
的
と
し
、
低

所
得
者
に
配
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。
総

合
的
に
見
て
、
被
保
険
者
へ
の
配
慮
を

行
い
つ
つ
、
条
例
改
正
を
行
う
市
の
判

断
は
、
妥
当
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

討　
論

反
対

賛
成

４
５
６
万
３
千
円
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総 務 常 任 委 員 会

文教・建設常任委員会

健康福祉常任委員会

市民生活常任委員会

こんな質問がありました。
議案や決算、請願は、委員会に付託されて、慎重に審査されます。
その経過と結果について、９月26日の本会議で各委員長から報告がありました。下記はその概要です。

6

政
策
秘
書
室
・
危
機
管
理
防
災
課
・
総
務
部
・
財
務
部
・

会
計
課
・
消
防
・
行
政
委
員
会
事
務
局
等

都
市
整
備
部

教
育
委
員
会

文
教
・
建
設

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

新
曽
南
庁
舎
の
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
対
策
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

自
家
発
電
機
を
設
置
し
て

お
り
、
電
力
会
社
か
ら
の

供
給
が
途
絶
え
て
も
、
８

時
間
は
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
で
き
、

燃
料
を
継
ぎ
足
せ
ば
時
間
を
延
ば

す
こ
と
も
で
き
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

市
内
全
60
店
舗
に
設
置
し

て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

昨
年
度
の
土
の
う
の
活
用

実
績
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

１
６
４
７
袋
の
土
の
う
が

活
用
さ
れ
た
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

非
核
・
平
和
事
業
の
参
加

人
数
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

す
い
と
ん
づ
く
り
は
親
子

12
組
合
計
32
人
、
映
画
上

映
会
お
よ
び
講
演
は
36
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

平
和
を
次
世
代
に
つ
な
い

で
い
く
良
い
取
り
組
み
な

の
で
、
も
っ
と
多
く
の
人

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
研

究
し
て
も
ら
い
た
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

立
地
適
正
化
計
画
で
駅
周

辺
に
都
市
機
能
を
誘
導
す

る
こ
と
で
、
市
内
の
他
の

地
域
や
高
齢
者
の
利
便
性
が
阻
害

さ
れ
る
と
い
っ
た
影
響
は
な
い
か
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

駅
周
辺
は
今
あ
る
施
設
を

維
持
し
、
さ
ら
な
る
利
便

性
を
目
指
す
た
め
に
都
市

機
能
を
誘
導
す
る
計
画
と
し
て
い

る
。
他
市
町
村
の
計
画
と
は
違
い
、

影
響
が
な
い
よ
う
考
慮
し
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

不
登
校
児
へ
の
対
応
状
況

は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

不
登
校
対
策
を
行
っ
て
い

る
民
間
事
業
者
か
ら
の
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
り
、
定

期
的
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
る

な
ど
の
効
果
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

図
書
の
貸
出
率
を
活
用
し

た
選
書
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
新
着
図
書
案
内
を

実
施
で
き
な
い
か
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

貸
出
率
は
、
個
別
で
は
な

く
分
類
ご
と
に
把
握
し
て

い
る
。
新
着
図
書
は
、
案

内
を
毎
月
作
成
し
、
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
供
用

開
始
時
期
な
ど
か
ら
の
検
索
に
よ

り
、
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

▲すいとんづくりの様子

▶︎
居
住
機
能
や
都
市
機
能
の
適
正
な
誘
導
を
図
る

「
戸
田
市
立
地
適
正
化
計
画
」

とだ議会だより No.206

平
和
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
取
り
組
み
の
研
究
を

駅
周
辺
に
都
市
機
能
を
誘
導
す
る

立
地
適
正
化
計
画
に
よ
る
影
響
は

委員

委員委員

委員

委員委員

委員

委員

執行部 

執行部 

執行部 執行部 

執行部 執行部 

 

総
　
務

執行部 
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福
祉
部
・
こ
ど
も
青
少
年
部
・

福
祉
事
務
所
・
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
生
活
部
・
環
境
経
済
部

上
下
水
道
部

健
康
福
祉

市
民
生
活

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

介
護
老
人
保
健
施
設
の
指

定
管
理
者
に
よ
る
運
営
に

対
す
る
市
の
関
わ
り
方
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

四
半
期
ご
と
に
職
員
の
勤

務
体
制
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
お
り
、
引
き
続
き
職

員
の
定
着
に
向
け
て
市
も
指
定
管

理
者
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

上
戸
田
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
第
１
駐
車
場
に
お

い
て
、
車
い
す
の
利
用
者

が
、
車
い
す
を
お
ろ
す
際
に
ロ
ッ

ク
板
が
干
渉
す
る
が
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
方
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

利
用
者
か
ら
申
し
出
を
い

た
だ
け
る
よ
う
掲
示
し
て
、

施
設
職
員
が
個
別
に
対
応

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
問
題
解

消
に
向
け
て
、
引
き
続
き
指
定
管

理
者
と
協
議
を
し
て
い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

保
育
士
の
処
遇
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

と
だ
の
保
育
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
お
い
て

協
議
の
場
を
設
け
、
保
育

士
お
よ
び
保
育
園
の
悩
み
や
質
問

を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
修
会
の
案
内
を
し
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
バ
ス
の
利
用
者

数
が
29
年
度
と
比
較
し
て

約
６
７
０
０
人
増
加
し
た

要
因
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

人
口
増
加
の
ほ
か
、
こ
こ

数
年
は
運
行
ル
ー
ト
や
時

刻
表
を
固
定
し
て
お
り
、

そ
の
有
用
性
が
利
用
者
に
認
識
さ

れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

町
会
・
自
治
会
が
設
置
し

た
防
犯
カ
メ
ラ
に
対
し
て
、

５
年
間
の
維
持
管
理
を
条

件
に
市
が
補
助
金
を
出
し
て
い
る

が
、
６
年
目
以
降
の
扱
い
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

補
助
の
条
件
で
あ
る
５
年

間
が
経
過
し
た
後
の
カ
メ

ラ
の
扱
い
に
つ
い
て
は
今

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

川
岸
地
内
環
境
空
間
の
整

備
状
況
は
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

環
境
空
間
（
戸
田
１
）
に

関
し
て
、
29
年
度
に
地
域

住
民
を
交
え
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
30
年
度
ま

で
に
設
計
作
業
を
行
っ
た
。
今
年

度
中
に
は
市
民
の
意
見
も
反
映
し

た
公
園
が
完
成
す
る
予
定
。

▲上戸田地域交流センター第 1駐車場

▲利用者が年々増加している toco バス

とだ議会だより No.206

上
戸
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
検
討
を

ｔト

コ

ｏ
ｃ
ｏ
バ
ス
の
利
用
者
数
増
加
の
要
因
は

委員

委員

委員

委員

委員

委員執行部 

執行部 

執行部 

執行部 

執行部 

執行部 
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一般質問
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防災・減災対策

三み
う
ら浦

芳よ
し
か
ず一 

議
員

議員は、毎年３月、６月、９月、１２月に開く定例市
議会で、市政全般に対し質問をすることができます。こ
れを「一般質問」といいます。
今定例会では、１８人が一般質問を行いました。こ

こに掲げたのは、その質問・答弁の大要で、質問者本
人が執筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページからご

覧いただくことができます。

一般質問一般質問

そこが
ききたい

▲洪水を想定した水害避難訓練での高所避難の様子

議
員　
西
日
本
豪
雨
を
受
け
５
段
階
の

大
雨
警
戒
レ
ベ
ル
を
発
表
。
安
全
な
間

に
避
難
す
る
こ
と
が
大
事
。
家
族
構
成

や
生
活
環
境
に
合
わ
せ
て
「
い
つ
」「
誰

が
」「
何
を
す
る
か
」
を
時
系
列
で
整

理
し
た
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
推
進
を
。

危
機
管
理
監　
自
助
・
共
助
意
識
の
向

上
に
役
立
つ
も
の
で
、
関
係
部
局
と
連

携
し
調
査
研
究
を
図
る
。

議
員　
避
難
所
に
行
け
な
い
場
合
、
近

く
の
安
全
な
場
所
で
町
会
・
自
治
会
が

指
定
し
た
「
緊
急
一
時
避
難
場
所
」
を

住
民
は
認
知
不
足
。
周
知
徹
底
を
。

危
機
管
理
監　
水
害
避
難
訓
練
の
実
施

に
合
わ
せ
、「
緊
急
一
時
避
難
場
所
」

が
記
載
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
、
さ
ら
な
る
周
知
・
浸
透
を
図
る
。

議
員　
要
支
援
者
対
策
と
し
て
、
災
害

時
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
個
別
支
援
計
画
）
の

策
定
推
進
を
図
る
べ
き
。
特
に
福
祉
部

門
と
防
災
部
門
の
密
な
連
携
を
。

危
機
管
理
監　
関
連
部
署
と
連
携
を
密

に
し
、
個
別
計
画
を
活
用
し
た
総
合
防

災
訓
練
の
実
施
を
自
主
防
災
会
に
働
き

か
け
て
い
く
。

議
員　
明
年
３
月
に
撤
退
予
定
と
言
わ

れ
て
い
る
。
跡
地
問
題
に
つ
い
て
、
指※

導
要
綱
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
大
規
模

な
住
宅
開
発
を
抑
制
で
き
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
児
童
生
徒
の
受
け
入

れ
可
能
状
況
を
公
表
し
、
住
宅
開
発
の

段
階
か
ら
事
業
者
と
協
議
す
る
こ
と
で
、

一
定
期
間
抑
制
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

田
辺
三
菱
製
薬
の
跡
地
問
題
は

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン(

防
災
行
動
計
画)

の
推
進
を

関
係
部
局
と
連
携
し
調
査
研
究
を
図
る

令和元年９月４日　撮影

※指導要綱……戸田市健全な教育環境確保のための住宅開発抑制に関する指導要綱 (令和元年 7月 1日施行 )。
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とだ議会だより No.20699

一般質問

市民サービス

庁舎敷地

▲大分県別府市の「おくやみコーナー」受付窓口

議
員　
庁
舎
敷
地
で
普
段
不
足
し
が
ち

な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
ス
ロ
ー
プ

や
花
壇
な
ど
解
体
を
検
討
し
て
み
て
は
。

財
務
部
長　

駐
車
場
、
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
、
利
便
性
向
上
を

目
指
し
全
体
的
な
見
直
し
を
検
討
す
る
。

議
員　
高
度
経
済
成
長
期
を
中
心
に
急

速
に
整
備
さ
れ
て
き
た
水
道
施
設
の
多

く
が
、
耐
用
年
数
を
迎
え
老
朽
化
し
て

い
る
。
今
後
の
浄
水
場
等
、
統
廃
合
を

踏
ま
え
て
調
査
す
べ
き
と
思
う
が
。

上
下
水
道
部
長　
浄
水
場
を
含
め
た
水

議
員　
「
死
亡
」
に
関
す
る
手
続
き
を

行
う
際
の
申
請
者
の
負
担
は
大
で
あ
る
。

遺
族
へ
の
負
担
軽
減
に
は
、
窓
口
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
が
必
要
で
あ
る
。
国
も

手
続
き
を
電
子
化
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

が
で
き
な
い
か
検
討
を
始
め
た
。
本
市

も
、
相
談
等
を
含
め
、
各
種
手
続
き
の

窓
口
を
一
元
化
し
た
取
り
組
み
を
、
早

期
に
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　
シ
ス
テ
ム
連
携
に
よ
り
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
て
い
る
と
考

え
る
。
国
の
動
向
を
注
視
し
、
円
滑
な

案
内
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

議
員　
遺
族
に
寄
り
添
う
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
、
申
請
一
覧
の
配
布
、
容

易
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
要
望
す
る
。

議
員　
①
釣
れ
な
い
子
へ
の
持
ち
帰
り

は
で
き
な
い
か
②
利
用
料
の
見
直
し
を

（
子
ど
も
料
金
区
分
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

シ
ル
バ
ー
料
金
等
）
③
看
板
の
設
置
な

ど
、
心
地
よ
い
環
境
整
備
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長　
①
可
能
で
あ
る
。
利

用
者
に
周
知
を
図
る
②
現
状
、
利
用
料

を
抑
え
て
運
営
し
て
い
る
。
慎
重
に
研

究
す
る
③
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
利
用

で
き
る
環
境
整
備
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
聖
火
リ
レ
ー
を
盛
り
上
げ
る
施
策
、

　
　
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
の
進
展
は
。

Ａ　
施
策
の
検
討
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
地

締
結
に
向
け
て
調
整
を
し
て
い
る
。

道
満
金
魚
釣
り
場
の
改
善
を

細ほ
そ
だ田

昌ま
さ
の
り孝 

議
員

手て
づ
か
 
し
ず
え

塚
静
枝 

議
員

遺
族
へ
の
負
担
軽
減
に
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
を

駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ス
ロ
ー
プ
な
ど
解
体
を

円
滑
な
案
内
が
で
き
る
よ
う
努
め
る

全
体
的
な
見
直
し
を
検
討
す
る

道
施
設
は
、
設
置
か
ら
長
い
年
数
が
経

過
し
て
い
る
。
水
の
供
給
体
制
を
ど
の

よ
う
に
す
べ
き
か
研
究
す
る
。

議
員　
到
達
性
が
優
れ
て
い
る
２
８
０

メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
活
用
し
て
み
て
は
。

危
機
管
理
監　

音
達
調
査
を
実
施
し
、

今
後
研
究
す
る
。

議
員　
彩
湖
・
道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

で
は
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
等
、
ト
イ
レ
渋

滞
が
発
生
す
る
。
ト
イ
レ
の
増
設
は
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
競
技
用
自
転
車
に

対
し
て
注
意
喚
起
す
べ
き
と
思
う
が
。

環
境
経
済
部
長　
状
況
に
応
じ
て
仮
設

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
走
行
マ

ナ
ー
啓
発
の
継
続
や
速
度
抑
制
を
国
に

要
望
す
る
。

浄
水
場
含
め
た
水
道
施
設
対
策
は

利
用
者
の
安
心
安
全
な
対
応
策
を

防
災
行
政
無
線
の
音
達
調
査
を

そ
の
他
の
質
問

▼庁舎正面に設置されているスロープと花壇
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一般質問
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◀ふるさと納税に係る金額の推移

戸田橋花火

街路灯

浅あ
そ
う生

和か
ず
ひ
で英 

議
員

馬ば

ば場
栄え

い

一い
ち
ろ
う郎 

議
員

議
員　

街
路
灯
の
フ
ラ
ッ
グ
掲
出
用

ポ
ー
ル
の
活
用
で
広
告
収
入
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
川
崎
市
で
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
案
内
を
行
っ
て
い
る
。
本
市

と
し
て
も
取
り
組
ん
で
は
い
か
が
か
。

環
境
経
済
部
長　
川
崎
市
や
他
自
治
体

の
事
例
を
調
査
し
た
い
。

議
員　
環
境
問
題
や
維
持
費
の
観
点
か

ら
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
促
進
の
た
め
の
改
修
工

事
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
気
料
へ
の
補
助
率
の
引

き
上
げ
は
で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　
他
市
の
状
況
等
を
踏

ま
え
調
査
研
究
し
た
い
。

議
員　
足
立
区
で
昨
年
、
台
風
で
街
路

議
員　
変
更
が
幾
つ
か
あ
り
、
市
民
か

ら
の
ご
意
見
が
さ
ま
ざ
ま
あ
っ
た
。
今

後
も
市
民
が
満
足
し
て
く
れ
る
花
火
大

会
を
願
う
①
変
更
点
は
②
そ
の
効
果
は

③
来
年
以
降
の
開
催
に
つ
い
て
は
。

環
境
経
済
部
長　
①
安
全
を
保
つ
た
め
、

打
ち
上
げ
現
場
の
東
西
を
有
料
席
と
一

般
自
由
席
に
分
け
た
。
昨
年
ま
で
は
有

料
席
と
自
由
席
が
混
在
し
、
自
由
席
へ

来
場
者
が
際
限
な
く
向
か
い
、
緊
急
車

両
の
通
行
が
ま
ま
な
ら
な
い
ほ
ど
混
雑

が
著
し
い
状
況
だ
っ
た
②
来
場
者
の
安

全
確
保
が
図
れ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
③

東
京
五
輪
に
伴
い
、
来
年
は
５
月
23
日

の
土
曜
日
に
開
催
す
る
。
課
題
等
の
検

証
も
進
め
、
周
知
も
行
い
、
よ
り
一
層

の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
く
。

議
員　
決
し
て
制
度
を
否
定
す
る
も
の

灯
が
傾
き
、
区
の
予
算
で
緊
急
点
検
を

実
施
し
た
。
市
内
街
路
灯
も
設
置
し
て

か
ら
数
十
年
経
過
し
て
い
る
。
市
と
し

て
点
検
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

環
境
経
済
部
長　
市
で
は
個
別
点
検
を

行
っ
て
い
な
い
。
他
市
の
状
況
を
研
究

し
、
安
全
面
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
く
。

議
員　
商
店
街
の
街
路
灯
は
、
商
店
街

の
商
業
振
興
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
管
理
団
体
で
あ
る
商
店

会
の
中
に
は
、
商
店
の
減
少
、
後
継
者

不
足
な
ど
か
ら
商
店
会
活
動
が
低
調
に

な
り
、
街
路
灯
の
維
持
管
理
が
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
市
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り

管
理
団
体
と
認
識
を
共
有
し
、
中
長
期

的
な
計
画
を
把
握
し
て
い
く
。

議
員　
財
政
的
に
厳
し
い
管
理
団
体
へ
、

撤
去
に
対
す
る
補
助
金
を
要
望
す
る
。

で
は
な
い
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る

税
額
控
除
額
が
年
々
増
え
る
（
本
市
の

税
収
入
が
減
り
続
け
て
い
る
）
一
方
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
が
年
々
減
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
税
収
減

が
続
け
ば
、
行
政
運
営
に
影
響
が
出
る

懸
念
が
あ
る
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

環
境
経
済
部
長　
本
市
な
ら
で
は
の
素

敵
な
商
品
や
魅
力
あ
る
場
所
が
多
く
あ

る
。
引
き
続
き
市
内
産
品
を
紹
介
し
、

イ
ベ
ン
ト
や
施
設
利
用
な
ど
の
体
験
型

返
礼
品
の
検
討
を
全
庁
的
に
取
り
組
み
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
市
内
外
に
向
け

た
Ｐ
Ｒ
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
収
策
は

維
持
管
理
が
厳
し
い
。
市
の
対
応
は

市
民
が
満
足
し
て
く
れ
る
花
火
大
会
を

中
長
期
計
画
を
把
握
し
て
い
く

よ
り
一
層
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
く

◀市内に設置されている街路灯

税額控除額※ 
（収入減）

寄附金受入額
（収入増）

平成
28 年度 約 8,000万円 1,256 万円

平成
29 年度 約１億５千万円 2,856 万円

平成
30 年度 約２億１千万円 2,248 万

9 千円

令和元年度
（平成31年度） 約２億７千万円 280万円

(7 月まで )

※課税年度の前年１月～ 12月に戸田市民
が他自治体へ寄附したことに伴う個人市
民税の税額控除額
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議
員　
①
上
下
水
道
部
門
は
、
技
術
的

継
承
と
人
材
育
成
が
課
題
。
専
門
職
と

し
て
の
採
用
を
②
水
道
管
路
の
耐
震
化

が
進
ま
な
い
理
由
は
③
デ※

ィ
ス
ポ
ー

ザ
ー
設
置
後
、
維
持
管
理
に
対
す
る
指

導
は
④
採
算
が
取
れ
て
い
な
い
戸
田
市

の
水
「
戸
田
の
水
来
」
の
見
直
し
を
。

上
下
水
道
部
長　
①
専
門
職
の
採
用
は
、

知
識
・
技
術
の
継
承
、
災
害
・
危
機
管

理
対
応
に
お
い
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
②
水
道
管
路

を
耐
震
化
す
る
ま
で
に
数
十
年
か
か
る
。

財
政
的
・
人
材
的
要
因
に
よ
り
遅
れ
が

生
じ
て
い
る
③
維
持
管
理
に
よ
っ
て
は

環
境
負
荷
へ
影
響
が
あ
る
。
定
期
的
に

水
質
検
査
を
実
施
す
る
④
市
民
・
企
業

の
皆
様
の
意
見
を
も
と
に
改
良
を
重
ね

て
い
く
。

議
員　
①
健
診
期
間
の
延
長
を
②
情
報

量
が
多
く
、
内
容
が
見
づ
ら
い
た
め
、

受
診
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
見
直
し
を

③
不
要
な
架
電
を
減
ら
す
た
め
業
務
の

見
直
し
を
④
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
ら
ま

わ
り
ん
」
を
利
用
し
た
早
期
受
診
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
効
果
検
証
、
見
直
し
を
。

福
祉
部
長　
①
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
健

診
期
間
延
長
の
要
望
が
出
て
お
り
、
受

診
し
や
す
い
環
境
整
備
を
進
め
る
②
情

報
が
伝
わ
り
や
す
い
内
容
に
す
る
③
架

電
対
象
条
件
等
を
見
直
す
④
効
果
検
証

は
し
て
い
な
い
。
近
隣
市
の
取
り
組
み

等
を
参
考
に
し
て
事
業
を
見
直
す
。

国民健康保険税

上下水道

花は
な
い
 
の
ぶ
こ

井
伸
子 

議
員

佐さ
と
う藤

太た
か
の
ぶ信 

議
員

議
員　
２
０
１
８
年
度
は
国
保
税
が
大

幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
、加
入
者
か
ら「
高

過
ぎ
る
、
引
き
下
げ
て
」
と
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
戸
田
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
で
の
値
上
げ
後
の
検
証

と
、
来
年
度
の
保
険
税
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て
は
。

福
祉
部
長　
法
定
外
繰
入
金
は
大
き
く

減
少
し
た
が
、
税
の
水
準
は
県
内
中
位

で
あ
る
。
来
年
度
以
降
は
課
税
限
度
額

を
法
定
額
に
合
わ
せ
る
こ
と
以
外
、
決

定
し
て
い
な
い
。
市
国
保
で
の
対
策
に

は
限
界
が
あ
る
の
で
、
国
県
に
さ
ら
な

る
財
政
投
入
を
要
望
す
る
。

議
員　
「
無
理
な
く
払
え
る
保
険
税
」

へ
引
き
下
げ
る
よ
う
、
強
く
求
め
る
。

議
員　
新
曽
第
１
・
第
２
土
地
区
画
整

理
地
内
及
び
新
幹
線
・
埼
京
線
環
境
空

間
の
草
が
伸
び
過
ぎ
て
不
衛
生
。
道
路

交
通
上
も
見
通
し
が
悪
く
危
険
で
あ
る
。

草
刈
り
の
回
数
を
増
や
す
べ
き
。

都
市
整
備
部
長　
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
の
管
理
地
の
除
草
は
、
委
託
に
よ

り
例
年
３
回
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
職

員
が
巡
回
し
、
適
宜
除
草
を
実
施
し
て

い
る
。
住
民
か
ら
の
相
談
に
は
、
現
地

を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
対
応
す
る
。

環
境
経
済
部
長　
新
幹
線
・
埼
京
線
の

環
境
空
間
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
が
所
管

し
て
お
り
、
毎
年
３
回
草
刈
り
を
し
て

い
る
。
草
刈
り
の
回
数
の
検
討
も
含
め

て
対
応
す
る
よ
う
に
Ｊ
Ｒ
に
要
望
す
る
。

公
共
空
き
地
の
草
刈
り
回
数
増
を

特
定
健
診
受
診
制
度
の
見
直
し
を

来
年
度
の
税
引
き
下
げ
は

水
道
管
路
の
耐
震
化
が
進
ま
な
い
理
由
は

市
国
保
で
の
対
策
に
は
限
界
が
あ
る

財
政
的
・
人
材
的
要
因
に
あ
る

◀地下250メートルから地下水をくみ上げて作られる「戸田の水来」

草
が
背
丈
以
上
に
伸
び
て
見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
▼

※ディスポーザー…キッチンシンクの排水溝の下に設置され、生ごみをミキサーのように粉砕して水とともに
排水管に流し出す生ごみ処理機。
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一般質問

Q

Q

A

A
高齢者福祉

羽田空港

本ほ

ん

だ田 

哲て
つ 

議
員

十そ
ご
う
 
た
く
や

川
拓
也 

議
員

◀機能強化のため国際線の増便が計画されている羽田空港
　（羽田空港フォトギャラリーから）

◀日本聴覚医学会：難聴対策委員会報告 - 難聴 ( 聴覚障害 ) の程度分類
AUDIOLOGY JAPAN-57,258-263,2014 より作成

議
員　
羽
田
空
港
飛
行
経
路
の
見
直
し

の
現
状
は
。
騒
音
、
落
下
物
の
影
響
、

住
民
説
明
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長　
新
経
路
は
、
南
風
時

の
15
時
か
ら
19
時
の
間
、
国
際
線
を
１

日
50
便
程
度
増
便
。
好
天
時
は
美
女
木

や
笹
目
地
区
を
１
時
間
当
た
り
14
便
程

度
、
悪
天
時
は
上
戸
田
、
新
曽
、
笹
目

地
区
を
30
便
程
度
が
通
過
予
定
。
騒
音

は
68
デ
シ
ベ
ル
程
度
、
現
状
の
戸
田
市

役
所
付
近
住
宅
街
で
の
ト
ラ
ッ
ク
通
過

レ
ベ
ル
で
あ
る
。
騒
音
対
策
で
は
新
料

金
体
系
を
導
入
、
騒
音
低
減
や
測
定
局

議
員　
戸
田
生
活
と
健
康
を
守
る
会
か

ら
「
難
聴
者
の
た
め
の
補
聴
器
助
成

制
度
の
実
施
を
求
め
る
要
望
書
」
が

１
１
５
筆
の
署
名
と
と
も
に
市
に
提
出

さ
れ
た
。
難
聴
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
が
、
う
つ
や
認
知

症
な
ど
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
「
普
通
の
会
話
が
聞

き
取
り
づ
ら
い
」
と
い
う
41
デ
シ
ベ
ル

以
上
の
「
中
等
度
」
か
ら
の
早
期
利
用

を
奨
励
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
高
齢

難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の

創
設
が
必
要
と
考
え
る
。
市
の
見
解
を

伺
う
。

福
祉
部
長　
難
聴
が
認
知
症
の
危
険
因

子
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
補

聴
器
が
認
知
症
や
う
つ
病
な
ど
を
予
防

す
る
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
助
成
制
度
の
創
設
に
当
た
っ
て

は
、
実
施
自
治
体
の
状
況
や
関
係
機
関

を
設
置
し
結
果
の
公
開
を
予
定
。
落
下

物
対
策
で
は
設
計
・
製
造
・
整
備
の
徹

底
を
働
き
か
け
る
。
情
報
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
広
報
紙
で
発
信
。

議
員　
戸
田
市
が
進
め
て
い
る
教
育
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た

な
学
び
「
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
」
と
、
汎
用

的
な
基
礎
的
読
解
力
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ス
キ
ル
」
の
取
り
組
み
の
現
状
は
。

教
育
部
長　
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ 

で
は
、
Ａ

Ｉ
搭
載
ド
リ
ル
教
材
等
に
よ
る
最
適
化

学
習
、遠
隔
教
育
等
を
推
進
。
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
ス
キ
ル
で
は
、
市
内
小
６
か
ら
中

３
ま
で
の
児
童
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
テ
ス
ト
を
受
検
。
結
果
を
踏
ま
え
、

正
確
な
読
み
取
り
の
能
力
を
高
め
授
業

へ
の
改
善
を
進
め
て
い
る
。

の
声
を
伺
い
、
本
事
業
の
有
効
性
や
課

題
を
整
理
す
る
中
で
、
補
助
制
度
の
必

要
性
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

定
期
利
用
者
を
増
や
す
た
め
、

利
用
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
。

市
民
生
活
部
長　
現
時
点
で
利
用
料
金

の
引
き
下
げ
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

議
員　
Ｊ
Ｒ
の
土
地
賃
借
料
を
全
て
利

用
者
に
負
担
さ
せ
る
と
い
う
判
断
は
お

か
し
い
。
市
が
責
任
を
持
っ
て
公
費
で

負
担
す
べ
き
範
囲
が
あ
る
と
考
え
る
。

受
益
者
負
担
の
再
検
証
を
要
望
す
る
。

「
Ｅエ

ド

テ

ッ

ク

ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
」「
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ス
キ
ル
」
取
り
組
み
の
現
状
は

駅
自
転
車
駐
車
場
利
用
料
引
き
下
げ
を

飛
行
経
路
の
見
直
し
の
現
状
は

難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の
創
設
を

国
際
線
を
１
日
50
便
程
度
、
増
便

課
題
を
整
理
し
必
要
性
を
判
断
し
た
い

難聴の
程度 平均聴力レベル 聞き取りの状態

軽
度
難
聴

25dB 以上－ 
40dB 未満

小さな声や騒音下で
の会話の聞き間違い
や聞き取り困難を自覚
する。会議などでの聞
き取り改善目的では、
補聴器の適応となるこ
ともある。

中
等
度
難
聴

40dB 以上－ 
70dB 未満

普通の大きさの声の
会話の聞き間違いや
聞き取り困難を自覚す
る。補聴器の良い適
応となる。

高
度
難
聴

70dB 以上－ 
90dB 未満

非常に大きい声か補
聴器を用いないと会話
が聞こえない。しかし、
聞こえても聞き取りに
は限界がある。

重
度
難
聴

90dB 以上
補聴器でも、聞き取れ
ないことが多い。人工
内耳の装用が考慮さ
れる。
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一般質問

Q

Q

A

A

を
設
置
し
結
果
の
公
開
を
予
定
。
落
下

物
対
策
で
は
設
計
・
製
造
・
整
備
の
徹

底
を
働
き
か
け
る
。
情
報
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
広
報
紙
で
発
信
。

議
員　
戸
田
市
が
進
め
て
い
る
教
育
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た

な
学
び
「
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
」
と
、
汎
用

的
な
基
礎
的
読
解
力
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ス
キ
ル
」
の
取
り
組
み
の
現
状
は
。

教
育
部
長　
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ 

で
は
、
Ａ

Ｉ
搭
載
ド
リ
ル
教
材
等
に
よ
る
最
適
化

学
習
、遠
隔
教
育
等
を
推
進
。
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
ス
キ
ル
で
は
、
市
内
小
６
か
ら
中

３
ま
で
の
児
童
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
テ
ス
ト
を
受
検
。
結
果
を
踏
ま
え
、

正
確
な
読
み
取
り
の
能
力
を
高
め
授
業

へ
の
改
善
を
進
め
て
い
る
。

ＤＶ被害者支援

スポーツセンター

む
と
う
葉よ

う

こ子 

議
員

高た
か
は
し橋

秀ひ

で

き樹 

議
員

議
員　
今
年
の
夏
は
暑
い
こ
と
も
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
冷
房
が
機
能
し

な
い
状
況
に
あ
る
。
８
月
の
第
１
競
技

場
は
10
時
で
32
度
あ
っ
た
。
冷
房
設
備

の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。
緊
急
対
応

と
し
て
、
屋
根
に
散
水
す
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
空
調
設
備
は
、
近
年
の
猛
暑
の
影
響

で
十
分
な
冷
房
が
で
き
て
い
な
い
。
令

和
４
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
大

規
模
改
修
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
空

調
や
照
明
、
床
等
の
改
修
を
行
う
。

議
員　
喫
煙
者
は
男
性
で
30
％
弱
い
る

の
に
、
喫
煙
所
も
整
備
し
な
い
で
、
禁

煙
を
実
施
し
た
。
駐
車
場
の
喫
煙
所
は

遠
く
、
雨
の
日
は
利
用
さ
れ
な
い
。
ス

議
員　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
制
度
利
用
案

内
に
つ
い
て
①
現
状
は
②
職
員
研
修
を

行
い
、
相
談
窓
口
を
周
知
す
る
べ
き
。

市
民
生
活
部
長　
①
関
係
各
課
で
適
切

に
対
応
。
必
要
に
応
じ
て
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
に
案
内
②
毎
年
、
職
員
に
男
女

共
同
参
画
研
修
を
実
施
。
相
談
窓
口
の

周
知
は
、
公
共
施
設
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
戸
田
市
男
女
共

同
参
画
情
報
誌
「
つ
ば
さ
」
に
掲
載
。

議
員　
行
政
手
続
き
に
必
要
な
相
談
は
。

市
民
生
活
部
長　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談
の
際
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

Ｙ
ｏ
ｕ
さ

い
た
ま
」
等
を
紹
介
し
、
そ
こ
で
相
談

を
し
た
証
明
書
が
発
行
さ
れ
る
。

議
員　
窓
口
が
代
わ
り
、
何
度
も
被
害

を
受
け
た
状
況
を
話
す
リ
ス
ク
を
考
え

れ
ば
、
戸
田
市
の
Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
に
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

ポ
ー
ツ
を
す
る
人
も
喫
煙
者
は
大
勢
い

る
。
た
ば
こ
税
は
、
戸
田
市
に
10
億
円

弱
、
入
っ
て
お
り
、
喫
煙
者
は
戸
田
市

に
財
政
的
に
貢
献
し
て
い
る
。
密
閉
し

た
喫
煙
所
な
ら
ば
、
子
供
や
喫
煙
し
な

い
人
と
の
完
全
分
煙
は
可
能
で
あ
る
。

市
民
生
活
部
長　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

は
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
通
う
子
供
や
健

康
増
進
を
目
的
に
通
う
人
が
多
く
い
る

た
め
、
敷
地
内
は
、
喫
煙
を
ご
遠
慮
い

た
だ
い
て
い
る
。
路
上
喫
煙
対
策
と
し

て
、
看
板
設
置
や
、
警
備
員
、
清
掃
員

の
巡
回
に
よ
り
、
環
境
保
全
に
努
め
る
。

を
追
加
し
、
被
害
者
支
援
す
る
べ
き
。

市
民
生
活
部
長　
ど
の
よ
う
に
支
援
を

行
っ
て
い
く
か
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

議
員　
厚
労
省
は
７
月
、
高
齢
者
世
帯

の
収
入
は
「
年
金
の
み
」
が
半
数
を
超

え
、「
生
活
が
苦
し
い
」
と
発
表
①
介

護
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
②
エ
ア

コ
ン
設
置
の
助
成
金
給
付
を
。

福
祉
部
長　
①
高
齢
者
人
口
の
増
加
で

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
難
し
い

②
実
施
は
困
難
。
ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
の

設
置
等
で
熱
中
症
予
防
に
努
め
る
。

高
齢
者
の
支
援
を

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
追
加
を

冷
房
設
備
の
整
備
を

支
援
策
を
引
き
続
き
検
討
す
る

令
和
４
年
か
ら
空
調
等
の
改
修
を
行
う

▲あいパルで開催された男女共同参画の視点で考えるＤＶ防止イベント

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
喫
煙
所
の
設
置
を

▲敷地内は全面禁煙とされている
戸田市スポーツセンター
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一般質問

Q

Q

A

A
帰宅困難者対応

保養所

林は
や
し

冬ふ
ゆ
ひ
こ彦 

議
員

土つ

ち

や屋
英え

み

こ

美
子 

議
員

議
員　
「
白
田
の
湯
」
は
昭
和
44
年
に

開
設
し
、
平
成
５
年
に
建
て
替
え
を
行

い
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
市
民
の
憩

い
の
宿
泊
施
設
で
あ
る
。
廃
止
を
含
め
、

民
間
施
設
の
代
替
利
用
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
再
編
に
向
け
て
の
動
き
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
他
自
治
体
の
類
似
事

例
や
、
現
在
の
保
養
所
の
状
況
に
つ
い

て
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
５
年
間
の
利
用
状
況
を
見
て
も
、

利
用
者
は
１
万
人
を
超
え
、
17
室
し
か

な
い
保
養
所
に
１
日
平
均
28
人
が
宿
泊

し
、
稼
働
率
も
７
割
を
超
え
て
い
る
。

議
員　

今
後
30
年
以
内
の
発
災
確
率

70
％
程
度
と
言
わ
れ
る
首
都
直
下
地
震

で
は
、「
む
や
み
に
動
か
な
い
こ
と
」

が
国
の
方
針
で
あ
り
、
発
災
直
後
３
日

間
は
移
動
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
市

内
在
住
従
業
者
の
約
60
％
、
市
内
在
住

就
学
者
の
約
37
％
が
市
外
に
出
て
い
る

こ
と
か
ら
「
帰
宅
困
難
者
対
応
」
は
市

の
重
要
課
題
だ
と
考
え
る
。
発
災
し
た

際
の
市
の
対
応
は
。

危
機
管
理
監　
発
災
後
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
災
害
時
用
に
切
り
替
え
、
必
要
な

情
報
を
発
信
す
る
。
平
時
よ
り
戸
田
市

ハ
ザ
ー
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
い
た
だ
き
、

家
族
間
で
複
数
の
安
否
確
認
方
法
や
情

報
の
入
手
方
法
、
家
庭
で
の
備
え
な
ど
、

防
災
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
。

教
育
部
長　
避
難
所
機
能
を
持
つ
学
校

は
、
保
護
者
等
に
児
童
生
徒
を
引
き
渡

す
ま
で
何
日
か
か
っ
て
も
必
ず
預
か
る
。

建
物
は
十
分
利
用
で
き
る
状
態
で
あ
る
。

市
民
が
楽
し
み
に
利
用
し
て
い
る
保
養

所
「
白
田
の
湯
」
を
な
く
す
べ
き
で
は

な
い
。

議
員　
「
彩
湖
・
道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
」
内
の
植
物
・
動
物
の
生
態
系
の
案

内
板
が
劣
化
し
、
白
く
見
え
な
く
な
っ

て
い
る
。
早
急
に
改
修
す
べ
き
。
外
国

語
の
案
内
も
併
記
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長　
看
板
を
管
理
す
る
荒

川
上
流
河
川
事
務
所
に
伝
え
る
。

Ｑ　

高
齢
者
の
た
め
の
買
い
者
支
援

サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
店

舗
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
幼
稚
園
や
保
育

園
、
学
童
保
育
室
も
、
児
童
全
員
の
保

護
者
等
へ
の
引
き
渡
し
が
完
了
す
る
ま

で
保
護
す
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　
残
さ
れ
た
課
題
も
あ
る
。
ま
ず
、

避
難
所
利
用
人
数
の
試
算
を
行
い
、
避

難
場
所
、
生
活
資
材
、
水
や
食
糧
等
の

適
正
確
保
・
備
蓄
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
体
育
館
に
併
設
さ
れ
る
発
電
装

置
は
照
明
や
ス
マ
ホ
充
電
と
い
っ
た
緊

急
対
応
の
も
の
で
あ
り
、
空
調
に
対
応

で
き
る
発
電
力
を
持
た
な
い
こ
と
か
ら
、

避
難
所
の
暑
さ
対
策
も
必
要
で
あ
る
。

今
後
も
進
捗
を
確
認
す
る
。

各
種
案
内
板
の
改
修
を

「
白
田
の
湯
」再
編
に
向
け
て
の
状
況
は

首
都
直
下
地
震
が
発
災
し
た
際
の
市
の
対
応
は

他
自
治
体
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る

災
害
時
用
Ｈ
Ｐ
に
切
り
替
え
情
報
発
信

▲戸田市保養所白田の湯（静岡県東伊豆町）

◀戸田市ハザードブック（QR コードから閲覧できます）
（https://www.city.toda.saitama. jp/soshiki/121/ kikikanri-hazard-book.html）

そ
の
他
の
質
問
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一般質問

Q

Q

A

A
認知症対策

防犯対策強化

竹た
け
う
ち
 
ま
さ
あ
き

内
正
明 

議
員

石い
し
か
わ
 
き
よ
あ
き

川
清
明 

議
員

議
員　
戸
田
市
や
近
隣
市
で
市
民
を
不

安
に
さ
せ
る
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る
。

８
月
に
は
、
ひ
っ
た
く
り
連
続
犯
が
逮

捕
さ
れ
た
と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、

防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
効
果
は
。

市
民
生
活
部
長　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
画
像
が
活
用
さ
れ
犯
人

逮
捕
に
貢
献
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

議
員　
今
年
度
か
ら
新
た
な
防
犯
対
策

と
し
て
、
学
校
区
を
中
心
と
し
た「
見

守
り
防
犯
カ
メ
ラ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
れ
ま
で
本
市
で
設
置
し
た
防
犯
カ
メ

ラ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
意
味
が

あ
り
総
括
が
必
要
だ
。
そ
の
上
で
防
犯

カ
メ
ラ
の
増
設
や
防
犯
対
策
の
強
化
を

計
画
的
・
効
果
的
に
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長　
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
目

的
や
効
果
を
踏
ま
え
、
効
率
的
か
つ
継

続
し
た
管
理
運
用
が
で
き
る
よ
う
、
運

用
方
針
や
手
法
等
に
つ
い
て
、
見
守
り

防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
と
併
せ
て
、
整
理

し
て
い
き
た
い
。

議
員　
８
月
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
教
育

相
談
が
試
験
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ

ど
も
た
ち
の
悩
み
や
不
安
を
吸
い
上
げ

る
た
め
に
大
変
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
と
考
え
、
平
成
29
年
９
月
に
取
り
上

げ
た
。
実
施
に
感
謝
す
る
。
今
後
は
。

教
育
部
長　
相
談
体
制
の
よ
り
一
層
の

充
実
に
向
け
総
合
的
に
検
証
を
進
め
次

年
度
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

福
祉
部
長　

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
や
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の

情
報
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
つ
い
て

掲
載
。
県
な
ど
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

活
用
し
な
が
ら
、
市
の
運
用
基
準
の
中

で
、
見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
に
向

け
て
工
夫
を
重
ね
て
い
く
。

Ｑ　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
一
競
技
場

の
当
日
利
用
の
児
童
生
徒
料
金
を

新
た
に
設
定
で
き
な
い
か
。

Ａ　
他
市
の
事
例
も
参
考
に
、
適
切
な

料
金
設
定
や
施
設
の
運
営
方
法
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

診
断
助
成
制
度
の
創
設
を

防
犯
カ
メ
ラ
増
設
は
計
画
的
・
効
果
的
に

効
果
的
な
早
期
発
見
・
対
応
に
努
め
る

運
用
方
針
や
手
法
等
整
理
し
た
い

認
知
症
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
教
育
相
談
の
今
後
は

◀市内に設置されている防犯カメラ

▲新曽地域包括支援センターが設置されている新曽南庁舎

議
員　
認
知
症
診
断
助
成
制
度
を
創
設

し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
認
知
症
の
方
や
ご
家
族
を

支
援
す
る
た
め
、
早
期
か
ら
家
庭
訪
問

を
行
い
相
談
に
応
じ
る
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
を
全
て
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
配
置
、
ま
た
、
医
療
及
び
介

護
の
専
門
職
で
構
成
さ
れ
る
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
市
内
２
カ
所
に

配
置
、
病
院
受
診
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
、

家
族
の
介
護
負
担
軽
減
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
認
知
症
の
精
密
検
査
は

専
門
性
が
高
く
医
療
機
関
も
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
先
進
地
等
の
実

績
を
確
認
し
、
効
果
的
な
認
知
症
の
早

期
発
見
・
早
期
対
応
の
対
策
に
努
め
る
。

議
員　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認
知
症
情
報

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
は
。



とだ議会だより No.206 1616

一般質問

Q

Q

A

A
特養改修

発達障害

酒さ
か
い井

郁い
く
ろ
う郎 

議
員

三み

わ輪
な
お
子こ 

議
員

議
員　
発
達
障
害
の
あ
る
子
供
の
診
断

に
係
る
医
療
機
関
で
の
受
診
状
況
は
。

福
祉
部
長　
市
内
２
カ
所
を
含
む
近
隣

医
療
機
関
の
初
診
ま
で
の
待
機
期
間
は

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
で
３
カ
月
、
そ
の

他
、
最
も
長
く
て
６
カ
月
、
紹
介
状
も

予
約
も
必
要
な
い
医
療
機
関
も
あ
る
。

議
員　
就
学
前
の
幼
児
に
対
す
る
早
期

支
援
の
取
り
組
み
は
。

福
祉
部
長　
発
達
障
害
の
可
能
性
が
高

い
と
判
断
し
た
場
合
、
母
子
保
健
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
地
区
担
当
保
健
師
等

が
発
達
相
談
を
行
い
、
お
子
さ
ん
の
特

徴
に
応
じ
た
関
わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

議
員　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
戸
田・

ほ
ほ
え
み
の
郷
」
は
築
22
年
で
大
規
模

修
繕
を
控
え
、
15
億
か
ら
20
億
円
以
上

の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。「
居※

な
が
ら

修
繕
」
を
軸
に
検
討
し
て
い
る
が
、
騒

音
・
振
動
・
ほ
こ
り
、
安
全
性
な
ど
入

居
者
へ
の
悪
影
響
が
心
配
。
代
替
施
設

を
利
用
す
れ
ば
費
用
・
工
期
も
圧
縮
さ

れ
る
。
ま
た
、
現
施
設
は
特
殊
な
形
状

の
５
階
建
て
で
問
題
が
多
く
、
死
角
が

多
く
事
故
対
応
が
困
難
、
食
堂
ま
で
の

導
線
が
と
り
づ
ら
く
移
動
に
時
間
が
か

か
る
、
天
井
が
高
く
東
西
南
北
に
広
く

冷
暖
房
効
率
が
悪
い
、
通
常
の
施
設
よ

り
も
人
件
費
が
か
か
る
等
、
指
摘
さ
れ

る
。
建
て
替
え
費
用
は
約
20
億
円
の
想

定
、
修
繕
と
大
差
な
い
。
こ
れ
ら
の
方

法
も
検
討
を
。

福
祉
部
長　
修
繕
の
方
向
性
を
、
今
年

度
中
を
目
途
に
決
定
す
る
。

を
行
う
。
ま
た
、
専
門
医
の
紹
介
や
就

学
相
談
に
つ
な
げ
て
い
る
。

議
員　
保
育
所
に
お
け
る
行
動
観
察
は

早
期
発
見
、
早
期
支
援
に
つ
な
が
る
。

現
況
を
伺
う
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
観
察
の
上
で
、

心
配
が
あ
る
場
合
、
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
す
な
ろ
学
園
」
の
巡
回
相

談
を
依
頼
し
、
専
門
的
立
場
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
。

議
員　
市
内
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

「
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
教
師
が
講

師
と
な
り
、「
子
育
て
学
習
会
」
を
市

内
７
校
で
実
施
。
教
師
の
指
導
力
向
上

に
つ
な
が
り
、
保
護
者
か
ら
は
、
多
数

の
感
謝
の
声
が
届
い
て
い
る
。
今
後
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
を
し
て
い
く
。

議
員　
学
校
プ
ー
ル
を
廃
止
し
外
部
の

公
共
プ
ー
ル
、
民
間
プ
ー
ル
を
活
用
す

る
こ
と
で
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
と
プ
ー

ル
授
業
の
改
善
を
両
立
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
戸
田
市
で
も
検
討
を
。

教
育
部
長　
実
施
で
き
る
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
一

人
一
台
体
制
実
現
と
有
効
活
用
を
。

Ａ　
総
合
的
に
勘
案
し
進
め
て
い
く
。

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
授
業
改
善
を

診
断
に
係
る
医
療
機
関
で
の
受
診
状
況
は

費
用
、
工
期
の
圧
縮
を

初
診
ま
で
の
待
機
期
間
は
３
～
６
カ
月

方
向
性
を
今
年
度
中
を
目
途
に
決
定

▲上から見た「戸田・ほほえみの郷」の形状

▼ペアレントトレーニングの様子

そ
の
他
の
質
問

※居ながら修繕…入居者を代替施設に移さず修繕工事を行うこと。
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一般質問

QA

議
員　
シ
ニ
ア
の
ス
マ
ホ
利
用
率
は
６

割
を
超
え
、
電
子
政
府
化
や
電
子
決
済
、

ネ
ッ
ト
詐
欺
等
、
高
齢
者
等
の
情
報
格

差
が
拡
大
。
民
間
と
連
携
し
た
ス
マ
ホ

教
室
な
ど
対
策
を
。

総
務
部
長　
公
民
連
携
の
活
用
も
一
つ

の
方
法
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
等
を
確
認
し
、

必
要
性
が
あ
れ
ば
実
施
可
能
。

議
員　
国
内
ユ
ー
ザ
ー
８
千
万
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
は
本
年
５
月
に
自
治
体
向
け
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
の
無
償
提
供
開
始
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ぷ
り

等
の
情
報
集
約
化
や
相
談
窓
口
等
さ
ま

ざ
ま
な
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
検
討
を
。

総
務
部
長　
行
政
の
活
用
を
研
究
す
る
。

多剤・残薬対策

矢や
ざ
わ
 
は
る
か

澤
青
河 

議
員

議
員　
治
療
中
の
高
齢
者
の
約
６
割
が

６
種
以
上
の
多
剤
服
用
を
し
て
い
る
実

態
を
国
が
報
告
。
残
薬
は
年
間
約
４
７

５
億
円
と
も
言
わ
れ
、
副
作
用
や
医
療

費
の
無
駄
、
症
状
悪
化
に
つ
な
が
る
。

他
市
で
は
節
薬
バ
ッ
グ
等
の
多
剤
や
残

薬
解
消
を
推
進
。
戸
田
市
の
対
策
は
。

福
祉
部
長　
国
保
で
は
、
重
複
服
薬
の

方
に
相
談
や
指
導
を
実
施
。
県
広
域
連

合
や
市
薬
剤
師
会
で
は
、
注
意
喚
起
や

か
か
り
つ
け
薬
局
、
お
薬
手
帳
を
推
進
。

議
員　
多
剤
・
残
薬
問
題
は
ま
だ
ま
だ

知
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
な
る
周
知
を
。

福
祉
部
長　
指
導
に
加
え
、「
こ
く
ほ
の
し

お
り
」掲
載
な
ど
適
正
服
薬
を
推
進
。

治
療
中
の
高
齢
者
の
約
６
割
が
多
剤
服
用
。
対
策
は

国
保
で
は
相
談
や
指
導
を
実
施

◀福岡市の LINE 公式アカウント

シ
ニ
ア
等
へ
の
ス
マ
ホ
支
援
を

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
自
治
体
行
政
を

戸田市議会では、より開かれた議会を目指し、議会改革特別委員会を中心に議論を重ねて
います。その１つの成果として、令和元年９月より、政務活動費に係る各会派の収支報告書と
領収書を、議会ホームページで公開することになりました。

政務活動費については、各会派の費目ごとの支出状況を公開するなど、これまでも透明性の
確保に努めてきたところですが、その取り組みをさらに進めるため、平成２９年より議論を開始
し、今回の公開に至ったものです。

現在、公開しているのは、平成３０年度分の収支報告書と領収書になります。
今後は、毎年９月頃に前年度分の収支報告書と領収書を公開していく予定です。

今後も、開かれた議会を目指して、取り組みを進めていきます。

政
務
活
動
費
と
は

9月より政務活動費の領収書を公開！

戸田市議会では、地方自治法の規定ならびに戸田
市議会政務活動費の交付に関する条例等に基づき、
戸田市議会議員の調査研究に資するため必要な経費
の一部として政務活動費を交付しています。

なお、交付額は、各会派に対し、月額４万円に当
該会派の所属議員の数を乗じて得た額となります。

印￥

様

領収証

印￥

様

領収証

印￥

様

領収証

印￥

様

領収証

￥

レシート

￥

レシート

￥

レシート

￥

レシート

￥

レシート￥

レシート

ＱＲコードから閲覧できます▶︎
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【兵庫県神戸市・滋賀県大津市】
神戸市は、民間事業者主体および神戸市主体の

事業体を立ち上げ、２つの事業体が連携して「ま
ちなか自動運転移動サービス事業」を実施してい
ました。既に数回実証実験を行っており、住民の
ニーズがある一方、コストや技術面の課題が挙げ
られていました。
　大津市は、地元バス会社、大学教授、警察、国
とともに、産官学が連携するプロジェクトを立ち
上げており、自動運転実証実験を行った結果、乗
客ニーズに対応した路線の選定、収支採算性の向
上、最新技術を取り入れた車両の選定を課題とし
て挙げられていました。

【検証の結果】
　両市を含む他自治体の動向や、自動運転技術の
進展を注視するとともに、本市での活用の方向性
を明確にし、他事業体との連携を検討しながら調
査および研究を進めていきたい。

委員会視察レポート 閉会中に実施した視察について、８月 26日の本会議冒頭に
委員長から報告がありました。その概要は次のとおりです。

まちづくり・交通対策特別委員会
自動運転技術の活用に向けた他事業体との連携を検討

７月８日　神戸市役所にて

▲銀メダルを獲得した「モクセイ」
　（左から、三輪、遠藤、浅生、矢澤、佐藤）

全国市町村交流レガッタ〜日
ひ た

田大会
第28回

９月28日、29日の２日間にわたり、三
み く ま が わ

隈川特
設会場（大分県日田市）において、全国市町村交
流レガッタ日田大会が開催され、多くの市民クル
ーが参加する中、戸田市議会は、議会議員の部に
「モクセイ」、議会議員シニアの部（漕手の合計
年齢が240歳以上）に「サクラソウ」が出場しま
した。

「サクラソウ」は残念ながら敗退しましたが、
｢モクセイ」は決勝戦に進出し、見事２位で銀メダ
ルを獲得しました。なお、戸田市は、「男女総合
優勝（会長杯）」と「女子総合優勝（鎧塚杯）」を、
ともに初めて獲得。日頃の練習の成果を十分に
発揮し、最高の結果を残すことができました。

議 員 ク ル ー が 銀 メ ダ ル 獲 得！議 員 ク ル ー が 銀 メ ダ ル 獲 得！

▲レース前の様子。健闘を誓いました！
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　   　 議 会 日 誌    　
市
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
４
人(

現

員
５
人)
と
、
議
長
・
副
議
長
・

議
会
運
営
委
員
長
・
議
会
改
革

特
別
委
員
長
・
議
会
広
報
委
員

長
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
傍
聴
席
を
含
む
議

場
の
改
善
点
や
予
算
審
査
の
在

り
方
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内

容
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る

中
国・
開
封
市
か
ら
、
高
建

軍
市
長
を
団
長
と
す
る
開

封
市
友
好
代
表
団
の
方
々

が
来
訪
さ
れ
、
表
敬
訪
問
の

後
、
議
場
を
見
学
さ
れ
ま
し

た
。
正
副
議
長
な
ど
、
表
敬

訪
問
に
出
席
し
た
議
員
が

議
場
を
案
内
し
、
両
市
の
友

好
を
さ
ら
に
深
め
ま
し
た
。

開
封
市
友
好
代
表
団
の
議
場
見
学

市
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の
意
見
交
換
会

議会日誌から Pick up!            
７月
　８日　長野県上田市議会視察来庁
　８日～９日　まちづくり・交通対策特別委員会視察
　９日　議会広報委員会
１６日　総務委員会／議会改革特別委員会
１７日　特別委員会 ( まちづくり・交通対策／議会広報 ) ／
　　　　常任委員会 ( 文教・建設／健康福祉／市民生活 )
１８日　県議長会役員会
２２日　広島県府中町議会視察来庁
２３日　三重県鈴鹿市議会視察来庁
２４日　広島県東広島市議会視察来庁／
　　　　市議会モニターとの意見交換会
２９日　三重県名張市議会視察来庁

８月
　１日　沖縄県うるま市議会視察来庁／
　　　　戸田競艇企業団議会議会運営委員会
　２日　北海道石狩市議会視察来庁／
　　　　蕨戸田衛生センター組合議会議会運営委員会
　５日　福岡県嘉麻市議会視察来庁
　７日　愛知県蒲郡市議会視察来庁
　８日　静岡県焼津市議会視察来庁
　　　　特別委員会 ( まちづくり・交通対策／議会改革 ) ／
　　　　蕨戸田衛生センター組合議会
　９日　戸田競艇企業団議会
１９日　議会運営委員会／
　　　　常任委員会 ( 総務／文教・建設／健康福祉／市民生活 )
２０日～２１日　戸田競艇企業団議会議会運営委員会視察
２２日　開封市友好代表団の議場見学
２６日　本会議 ( 議案説明 ) ／総務委員会／議会運営委員会
２８日　蕨戸田衛生センター組合議会常任委員会

９月
　３日　本会議 ( 議案質疑 ) ／委員長会議／議会広報委員会
　４日　本会議 ( 一般質問 )
　５日　本会議 ( 一般質問 ) ／議会運営委員会
　６日　本会議 ( 一般質問 )
　９日　本会議 ( 一般質問 ) ／議会運営委員会
１０日～１１日　常任委員会（総務／文教・建設／健康福祉／
　　　　市民生活）
１２日　議会運営委員会／本会議（議案の撤回）／
　　　　常任委員会（総務／健康福祉／市民生活）
１３日　常任委員会（文教・建設／健康福祉／市民生活）
１７日　全員協議会／特別委員会 ( まちづくり・交通対策／
　　　　議会改革／議会広報 ) ／議会運営委員会
２６日　議員互助会役員会／
　　　　本会議 ( 委員長報告、討論、採決 ) ／議会広報委員会
２８日～２９日　第２８回全国市町村交流レガッタ日田大会
３０日　健康福祉委員会市内視察

知っtocoクイズ当選者
６月定例会号「知っ toco クイズ（№８）」

の正解は、問１「議会運営」、問２「18」で
した。

正解者 11人の中から抽選の結果、
　次の方にクオカードを贈りました。

・坪井雅彦さん　　　・小原誠さん
・酒井めぐみさん　　 ・清水裕子さん
・若尾絵里子さん

　おめでとうございます。
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題字を書いてくれた人

とだを書くのに気をつけたところは「と」のま
るみです。

戸田の自まんは、学校から一番近い自然豊か
な場所、道満。「自然があってきれいだな。」と
いう気持ちを込めました。

美谷本小学校　６年　 柳
やなぎ

  ゆいさん

12 月定例会の予定
※日程は変更になる場合があります。

（
掲
載
し
た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
）

本
紙
は
環
境
に
配
慮
し
、「
大
豆
油
イ
ン
キ
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
で
す
が
、
台
風
の

影
響
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

中
止
。
私
の
エ
リ
ア
は
市

民
体
育
祭
も
中
止
。
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
の
で
本
当
に
残
念
で
す
。
し
か
し
市
内
小

中
学
校
18
校
の
代
表
が
集
う
市
P
連
の
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
控
え
て
お
り
ま
す
。
み

ん
な
で
楽
し
く
交
流
し
た
い
で
す
。  　

  （
竹
）

風
15
号
、
19
号
、
猛
烈
な
風
雨
に
よ
り
、

河
川
の
氾
濫
や
停
電
が
発
生
し
て
市
民

生
活
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
な
ど
、
改
め
て

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
被

害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。        （
峯
）

年
恒
例
の
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ

大
会
に
議
員
ク
ル
ー
と
し
て
出
場
。
３

回
目
の
参
加
と
な
る
本
大
会
で
、
所
属
の
議

会
モ
ク
セ
イ
チ
ー
ム
が
見
事
準
優
勝
し
「
銀

木
犀
」
に
昇
格
し
ま
し
た
！
さ
ら
に
市
民
ク

ル
ー
を
含
め
た
戸
田
市
が
総
合
優
勝
！
来
年

も
優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す

(̂ )̂         （
青
）

の
議
会
だ
よ
り
が
皆
さ
ま
の
お
手
元
に

届
く
こ
ろ
に
は
、
プ
ロ
野
球
の
日
本
シ

リ
ー
ズ
も
終
わ
り
、
日
本
一
が
決
定
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
の
優
勝
球
団
は

ど
の
球
団
に
な
る
の
か
？
ド
ラ
フ
ト
会
議
で

は
、
ど
の
球
団
が
誰
を
指
名
す
る
の
か
？
野

球
フ
ァ
ン
と
し
て
は
楽
し
み
で
あ
る
。　
（
Ｅ
）

〒 335-8588　戸田市上戸田 1 丁目 18 番 1 号
メール  gikaijimu@city.toda.saitama.jp
ホームページ　http://www2.city.toda.saitama.jp/gikai/

発行・戸田市議会　編集・議会広報委員会
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市議会モニター
本会議や委員会を傍聴したり、議会だ

よりや議会ホームページをご覧いただい
て、意見の提出などをしていただきます。

【応募資格】次の①②の要件を満たしている方
①18 歳以上の市内在住・在勤・在学者 ( 公務

員は除く )
②議会の仕組みとその運営、市政や地域社会

の発展に関心のある方

【募集人数】　15 人

【任　　期】　令和２年２月６日から 1 年間　
　　　　　　※報酬なし ( 図書カード進呈 )

【募集期間】　令和元年１０月１５日（火）
                  ～令和２年 1 月２０日（月）

【申し込み】
｢応募票｣ に住所、氏名、年齢、性別、応募

理由等を記入して、議会事務局へ直接持参、郵送、
ＦＡＸ、電子メールで応募してください。応募票
は議会事務局で配布しています。ホームページか
らダウンロードもできます。
※議会事務局の住所、ＦＡＸ、電子メール、ホー
ムページは、このページの欄外をご覧ください。

【選考方法】
書類選考の上、決定し、結果は応募者全員へ

通知します。

▲委嘱状交付式の様子。ここから活動が始まります！

11 月22 日 ( 金 )　本会議 ( 開会、議案説明 )
        29 日 ( 金 )　本会議 ( 質疑、請願の提出、委員会付託 )
12 月　2 日 ( 月 )
　　　 3 日 ( 火 )　
　　　 4 日 ( 水 )
　　　 5 日 ( 木 )
　　　 6 日 ( 金 )　常任委員会
　　　 9 日 ( 月 )　特別委員会
　　  16 日 ( 月 )　本会議 ( 委員長報告、討論・採決、閉会 )
          ※開議時間は、いずれも午前 10 時です。

本会議 ( 一般質問）

募集中！

       　 　気軽に市役所へ傍聴においでください。        　

台風15号、19号
９月に発生した台風１５号、また、１０月に発生

した台風１９号で亡くなられた方々 に哀悼の意を表

するとともに、被災者の皆さまにお見舞いを申し上

げます。

　　　　　　　埼玉県戸田市議会


